
令和４年３月定例会 一般質問発言通告一覧 

令和４年３月６日  

【代表質問・一般質問】 

令和４年３月６日（日）午前９時３０分から（発言者５人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

１ 
本 田 文 夫 

（民政会） 

市政 

○ 山崎市長４期目の主な政策について 

・ 令和４年綾部市長選挙の総括について 

・ 山崎市長４期目４年間の未来予想図を実現するための主な政策は 

・ 山崎市長４期目スタートの当初予算の概要及び主要な施策となる

事業は 

・ 今後の綾部市の財政見通しについて 

○ 西部地域振興支援センター及び西部分駐所について 

・ 西部地域振興支援センターの設置について 

・ 西部分駐所の設置について 

○ ＪＲ綾部駅北側複合施設について 

・ 再生可能エネルギー設備の内容について 

・ 新図書館におけるＩＣタグの活用法について 

・ ＪＲ綾部駅北側複合施設のオープン後の管理形態は 

 

建設 

○ 新都市公園整備事業について 

・ 「旧市民センター跡地活用に関する提言」について 

・ 提言を受けて今後、市としてどのように整備に取り組むのか 

・ 新都市公園完成までの整備のスケジュールは 

２ 
柳 原 秀 一 

（創政会） 

市政 

○ 市政運営について 

・ ４期目に向けての抱負について 

・ 当初予算について 

・ 財政見通しについて 

○ アフターコロナのまちづくりについて 

・ 綾部駅周辺のまちづくりについて 

・ 救急体制の充実について 

 

公営企業 

○ 下水道事業について 

・ 整備経過について 

・ 整備の状況、水洗化率について 

・ 整備における課題について 

・ 下水道使用料について 

３ 
搗 頭 久美子 

（日本共産党） 

新型コロナウイルス感染と市の役割 

○ コロナ感染を抑えるための積極的な対策と関係機関との連携を 

・ コロナ感染の現状と市の見解､情報の提供を 

・ 医療機関、学校、保育園等エッセンシャルワーカーへの定期検査 

の実施を 

・ 保育園･学校での感染から、対応のマニュアル作りなど必要な対策 



   を 

・ 無料ＰＣＲ検査実施の経緯と拡充を 

・ 保健所、医療機関、市との連携でコロナ対策の強化を 

○ 綾部市に保健所復活を求めること 

・ 保健所の機能不全を解消するための増員と、綾部市に復活を求め 

ること 

・ 市の保健師等の増員を 

○ 営業を守る支援策を 

・ 市内経済の現状と見通し、すべての事業者への支援策を 

・ 市の「コロナ相談窓口」の設置を 

 

高齢者支援 

 ○ 住み慣れた地域でその人らしい生活を保障するため、空き家活用に

よる高齢者住宅の整備を 

  ・ 要介護者の現状と課題は 

・ 「高齢者生活共同運営住宅」整備の支援で地域包括ケアの実践を 

・ 定住促進と高齢者支援をリンクさせた空き家改修への補助を 

４ 
中 島 祐 子 

（日本共産党） 

 

原発・避難 

 ○ 原発再稼働反対の姿勢を明確にするとともに、安定ヨウ素剤の事前

配布を 

・ 東京電力福島第一原発事故から１１年の現状認識は 

・ 原発再稼働反対の姿勢を明確にすべきでは 

・ これまでに安定ヨウ素剤の配布を京都府に求めたことがあるか。 

またその理由は 

・ 市として安定ヨウ素剤の事前配布に取り組むべきでは 

 

予算・財政 

○ 新型コロナウイルス感染症拡大が財政に与えた影響は 

・ 新型コロナウイルス感染症拡大が財政に与えた影響は 

○ ２０２２年度当初予算案の地方税収見込みについて 

・ ２０２２年度予算案の地方税収見込みは 

・ 一人当たりの個人市民税の推移は 

・ 法人市民税均等割のみの法人の比率の規模別の推移は 

・ 市民の所得を上げる、中小零細企業の支援の施策がより一層必要 

と考えるが、見解は 

○ 駅北複合施設の浸水被害想定と対策、再生可能エネルギー設備につ 

いて 

・ 駅北複合施設の総事業費と財源は 

・ 駅北複合施設建設予定地のハザードマップの洪水浸水深は 

・ 駅北複合施設の浸水被害想定と対策は 

・ ２０２２年度当初予算では、「再生可能エネルギー設備設計」が加 

わっているが、その内容は 

  ・ 脱炭素化に加え、一般財源の負担となる完成後の維持管理費の抑 

制という視点からＺＥＢ（Net Zero Energy Building）の導入が有 

効では 



５ 
酒 井 裕 史 

（民政会） 

下水道 

 ○ マンホールカードとアプリを利用したインフラ整備について 

・ 本市のマンホールカードの配布状況について 

・ マンホールカード第２弾の検討について 

・ マンホールの老朽化の確認方法と年間の交換数は 

・ 市民参加型アプリによる画像データ収集でのインフラ整備につ 

いて 

 

デジタル化 

○ 本市のデジタル化について 

・ スマホ教室の参加状況について 

・ デジタルシステムに対応するための市職員の研修等について 

・ 本庁舎のシステムセキュリティ対策について 

 



【一般質問】 

令和４年３月７日（月）午前９時３０分から（発言者５人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

６ 
井 田 佳代子 

（日本共産党） 

保健福祉 

○ 介護施設での入所者感染時の対応は 

・ 市内介護施設でのクラスターは 

・ 施設内で陽性者が判明した場合の検査は 

・ 陽性で軽症の場合の対応は 

・ 施設内に陽性と陰性の方がおられ困難を極めている状況をどう考 

えるのか 

・ 介護施設で働く職員から危険手当を求める声があるがどうか 

 

くらし 

 ○ 生活困窮者が安心して相談できる窓口を 

・ 生活困窮者自立相談には途切れることなく相談者があるが、現状 

把握はされているのか 

・ 市内の生活困窮の全体像は把握されているのか、市としての相談 

窓口が必要では 

 

経済 

○ インボイス制度の市内への影響は 

・ インボイス導入の影響はどれほどの人に及ぶのか 

・ 市内事業者の廃業につながることにならないのか 

・ 受付は始まっているが周知はどのようにされているのか 

７ 
松 本 幸 子 

（民政会） 

条例 

○ 「綾部市手話言語の確立及び多様なコミュニケーション手段の促進 

に関する条例」について 

・ 制定後の取組は 

・ 市民の反応は 

・ 市立病院受付に番号表示板設置を 

 

教育・子育て支援 

 ○ コロナ禍での児童生徒への感染について 

・ 幼稚園・小学校・中学校・保育所等の学級閉鎖等の数は 

・ 学級閉鎖による学習面の遅れは 

・ 小学校休業等対応助成金、休業支援金・給付金とは 

・ 保護者に周知されているか 

 

福祉・医療 

○ きこえや耳のことについて 

・ きこえや耳のことについての啓発はどのようにされているか 

○ 病児保育事業について 

・ 利用状況は 

・ 今後の見通しは 

○ 地域共生社会の実現に向けて 

・ 様々な問題に対処できる総合的なケアシステムを 

・ 地域共生社会への仕組みづくりを 



○ 障害児支援について 

・ 発達障害児・医療的ケア児等への支援は見直されたか 

８ 
梅 原 哲 史 

（創政会） 

所有者不明土地 

○ 所有者不明の土地の現状と今後の扱いは 

  ・ 所有者不明土地の宅地に係る実態把握状況は 

・ 空き地の所有者を問う質問への対応は 

・ 所有者不明土地の利用の円滑化等に関する特別措置法の活用状 

況は 

・ 特別措置法は自治会要望の解決方法になるのか 

 

税務 

○ 都市計画税の使途の明確化と納税者への更なる周知は 

・ 都市計画税の事業費及び使途は 

・ 都市計画税の使途目的による事業計画は 

・ 納税者への更なる周知は 

 

社会福祉 

○ 生活困窮者自立支援制度の評価と課題は 

・ 被保護世帯数、人員及び保護率の推移と特徴は 

・ 生活困窮者自立支援制度に対する考え方は 

・ 綾部市社会福祉協議会との連携体制による効果と課題は 

・ 生活困窮者自立支援事業の評価は 

・ 保護率の評価は 

・ 早期支援のための取組状況は 

９ 
藤 岡 康 治 

（民政会） 

空き家問題 

○ 空き家対策について 

・ 綾部市の空き家について実態及び調査と件数、過去の推移は 

・ 移住立国プロジェクトの経過と取組内容は 

・ 空き家バンクでの実績は 

・ 空き家バンクの登録数が増えないのはなぜか 

・ 廃屋化を阻止するための対策は 

○ 廃屋対策について 

・ 空家等対策の推進に関する特別措置法に基づき特定空家等に認定

した件数と綾部市の基準は 

・ 勧告を受けた土地の固定資産税は上げたのか 

・ 改善されないときの対応は 

・ 綾部市に住んでいない所有者による空き家の適切な管理方法は 

○ 商店街空き店舗について 

・ 自宅兼用の商店街店舗で閉店している軒数は 

・ 対策とマッチングは 

 

健康増進 

○ 清山荘について 

・ 清山荘の内装について 

・ 新たな仕掛けは 

 

教育 

○ 吉美地区のこども園、放課後学級について 

・ 新吉美こども園建設について 

・ 吉美放課後学級の今後について 



10 
渡 辺 弘 造 

（創政会） 

除雪 

○ 市道除雪 

・ 幹線市道除雪委託内容は 

・ 総距離、ルート、作業車総数等 

・ 区間の距離は 

・ 区間の作業時間は 

・ 除雪の時間は 

・ 作業計画は 

・ 作業計画の見直しは 

・ 自治会委託の内容は 

 ○ 個人宅等除雪 

・ 家屋等の被害は 

・ 市の救済措置は 

・ 高齢者宅の除雪状況は 

・ 非課税世帯への除雪補助は 

・ 除雪ボランティアの内容、状況は 

 

地域おこし協力隊 

 ○ コミュニティナース 

・ １名で取り組んだ２年間の状況は 

・ ３名体制での今後の取組計画は 

 

 

 

 

 



【一般質問】 

令和４年３月８日（火）午前９時３０分から（発言者５人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

11 
塩 見 麻理子 

（心友会） 

地域づくり 

○ 人口減少、少子高齢化対策 

・ 地域づくり（クラスター戦略）の今後と総合企画体制とは 

 ○ 子ども・子育て・教育・福祉環境について、「デジタル庁」×「子ど

も家庭庁」連携 

・ 子どもに関わる政策の一元化 

・ 吉美こども園新園舎建設整備について 

・ 吉美放課後学級の経緯と今後 

・ 新中学生ヘルメット贈呈について 

・ 乳幼児期（幼保）の一元化について 

・ どんぐりの家さん経緯と移転計画 

○ 都市計画、土地の有効活用 

  ・ 地区まちづくり協議会の状況 

・ 農地中間管理機構関連農地整備事業について 

 ○ 防災力、住民・地域力 

  ・ 避難行動タイムラインについて 

・ 自治会要望（市・吉美）について 

12 
高 橋   輝 

（創政会） 

教育 

○ 市内小中学校のいじめ調査の結果について 

・ 重大事態について 

・ 学校の対応について 

・ 先生方の意識改革 

・ 子どもたちへの意識改革 

・ 今後の対応策について 

・ 小学校から中学校への引継ぎについて 

・ 相談体制をどのように整えるのか 

・ 見守り体制の強化 

 ○ 市内中学校が実施した学校評価アンケートについて 

・ 学校側に対する評価が低いことについて 

・ アンケートに書かれていた保護者の意見は 

・ アンケートを踏まえ、学校側の対応と対策は 

13 
片 岡 英 晃 

（民政会） 

労働 

 ○ 勤労者の現状について 

・ 正規・非正規雇用労働者の割合の推移は 

・ 市内企業の賃金の状況は 

・ 最低賃金に対する本市の見解は 

 

教育 

 ○ 子ども達が確かな学びを得るために 

・ 令和４年度の教育方針は 

・ これからの時代、「自律と尊重」が重要だと言われているが、本市 

の教育での取組状況は 

・ 全国的に教員不足が深刻化しているが、本市の状況は 

・ 教員の質を向上させるための取組は 



消防 

 ○ 消防団の充実で地域防災力の強化を 

・ 消防団の現状は 

・ ハイパー消防団の状況は 

・ 令和４年度団長点検についての考えは 

・ 消防詰所の改修が必要では 

・ 機能別消防団のあり方を考える時期に来ているのでは 

・ 消防団未来を考える会からの提案を受けて、本市の見解は 

・ 市として、消防団の今後をどのように考えているのか 

14 
吉 崎   久 

（日本共産党） 

防災 

 ○ 雪害、除雪対策 

・ 昨年末からの雪による被害状況は（生活・住居・道路・施設など 

含む） 

・ 農業用施設対策でさらなる支援策を 

・ 除雪困難な世帯への支援策は 

・ 市道の除雪の実態は 

・ 除雪だけでなく排雪作業も必要では 

・ 除雪のボランティアの現状は 

 

健康 

○ コロナ感染拡大を抑えるためにＰＣＲ検査の実施に関わって 

・ 無料検査の実施が始まったことは歓迎するが、今後の見通しは 

・ 感染症における公衆衛生の基本は 

・ 濃厚接触者の規定はどうなっているのか 

・ 人の命を守ることは行政の第一の責務では 

 

地域づくり 

○ あやべ水源の里地域づくり協同組合 

・ ４月から事業開始の予定だが準備状況は 

・ 組合の代表と今後の出資者の拡大などは 

・ ３セクが出資することについて問題はないのか 

・ 組合の運営費を国・市で出すが継続的支援か 

 

人権 

○ 綾部市人権尊重のまちづくり条例の制定 

・ 条例制定の背景は。提案に至る経過などは 

・ 今、この条例を提案する必要性は 

・ 差別の実態把握調査とあるが具体的には 

・ 前文で同和問題（部落差別）をはじめとしてとあるが、今一番解 

決を求められている課題は何か 

15 
安 藤 和 明 

（民政会） 

市政方針 

○ 市長４期目とコロナ後の市政運営について 

・ ４期目就任記者会見と深刻な４期目市政運営について 

・ 「権腐十年」決意に対応する態勢は 

・ コロナ禍の２年間で得られた課題とこれからの方向は 

・ 本市の人口減少の歯止め方策は 

 

交通政策 

○ ＪＲ西日本のダイヤ改正と今後について 

・ コロナの影響を受けたＪＲ利用の減少の状況は 



・ 特急料金等の見直しとダイヤの変更の今後は 

・ ＪＲ山陰本線沿線地域公共交通活性化協議会の協議とコロナ

後の利用促進への取組は 

 

定住交流 

○ 里山交流研修センター施設整備事業について 

・ ＮＰＯ法人「里山ねっと・あやべ」事業理念や事業内容は 

・ 都市農村交流事業の市民への理解や地域との連携は 

・ 令和４年度の事業費や財源確保の状況、工事完了予定は 

 

市営住宅 

○ 市営住宅基本計画の改定について 

・ 現計画(平成２４年策定)の達成状況と課題について 

・ 現計画の成果と課題を踏まえての新計画の特徴は 

・ 維持管理・除却の状況は 

 


